
海辺町で絶景の温泉と伝統文化に触れる

♨
稲
取
温
泉
（
静
岡
県
）

♨
草
津
温
泉
（
群
馬
県
）

継続的な町づくり　草津温泉に〝完成なし〟

♨
熱
海
温
泉
（
静
岡
県
）

七湯巡りと花火に癒やされて　観光の魅力凝縮

に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
特
集

今
、話
題
の
温
泉
地

「諏訪湖のサマー花火」「霧ヶ峰高原」を満喫

♨
上
諏
訪
温
泉
（
長
野
県
）

七つの宿、七つの湯。秘湯で温泉三昧

♨
乳
頭
温
泉
郷
（
秋
田
県
）

◇
温
泉
地
一
覧
（
都
道
府
県
順
）

ひなのつるし飾り

伊
豆
大
島
と
太
平
洋
を
望
む
抜

群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
静
岡
県
東
伊
豆
町
に
あ
る
稲

取
温
泉
は
海
岸
線
に
小
さ
く
突

き
出
た
岬
に
位
置
し
、
伊
豆
大

島
と
太
平
洋
を
望
む
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
、
１
９
５
６
年
に
温
泉

が
湧
出
し
た
比
較
的
新
し
い
温

泉
地
だ
。

　
絶
景
の
露
天
風
呂
と
、稲
取

や
近
隣
の
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ

る
新
鮮
な
海
の
幸
を
提
供
す
る

旅
館
が
増
え
、少
し
ず
つ
評
価

さ
れ
温
泉
地
と
し
て
発
展
し
て

き
た
。ほ
か
に
も「
ひ
な
の
つ
る

し
飾
り
ま
つ
り
」等
の
歴
史
の

あ
る
伝
統
行
事
を
目
当
て
に
訪

れ
る
常
連
客
も
多
い
と
い
う
。

　
７
月

日
に
は
「
磯
　
Ｓ
ｅ

ａ
Ｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
　
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｊ

Ｉ
Ｒ
Ｉ
」
が
待
望
の
海
開
き
を

迎
え
る
。
磯
Ｓ
ｅ
ａ
Ｇ
ａ
ｒ
ｄ

ｅ
ｎ
は
温
泉
街
に
近
い
池
尻
海

水
浴
場
と
海
浜
プ
ー
ル
の
総

称
。
池
の
よ
う
な
形
に
、
岩
に

囲
ま
れ
た
海
水
浴
場
の
た
め
波

の
侵
入
が
少
な
く
、
小
さ
な
子

供
も
安
全
に
遊
べ
る
こ
と
か
ら

リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
い
る
。

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
色
と
り
ど

り
の
魚
を
観
察
し
た
り
、
岩
場

の
カ
ニ
や
エ
ビ
を
捕
っ
た
り
な

ど
、
砂
浜
で
は
で
き
な
い
体
験

が
売
り
と
な
っ
て
い
る
。
潮
位

が
深
か
っ
た
り
、
海
が
苦
手
な

子
は
、
隣
接
す
る
海
浜
プ
ー
ル

で
も
楽
し
め
る
。
同
エ
リ
ア
で

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
さ
ざ

え
の
つ
か
み
捕
り
大
会
」
も
大

人
気
だ
。
今
年
は
７
月

～


日
に
開
か
れ
る
。

　
ま
た
、
８
月
４
日
か
ら
６
日

の
夜
に
は
手
作
り
ゲ
ー
ム
や
、

か
き
氷
な
ど
の
夜
店
が
出
る
子

供
向
け
の
「
ち
び
っ
こ
縁
日
」

が
開
催
さ
れ
、
毎
年
多
く
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
が
参
加
し
て
い
る
。

　
夏
の
恒
例
行
事
、
花
火
大
会

は
７
月

日
か
ら
５
日
間
、
８

月

日
か
ら
５
日
間
と
合
計


日
間
の
開
催
。
打
ち
上
げ
場
所

は
旅
館
の
稲
取
銀
水
荘
前
と
池

尻
海
岸
サ
ン
ラ
イ
ズ
テ
ラ
ス
、

稲
取
漁
港
の
３
カ
所
。
そ
れ
ぞ

れ
午
後
８
時

分
か
ら

分

間
、
約
３
０
０
発
を
打
ち
上
げ

る
。

　
秋
に
訪
れ
た
い
観
光
名
所
と

し
て
、
「
未
来
に
残
し
た
い
草

原
の
里
１
０
０
選
」
に
も
選
ば

れ
た
稲
取
細
野
高
原
が
あ
る
。

伊
豆
半
島
の
最
高
峰
と
さ
れ
る

天
城
連
山
と
、
広
大
な
相
模
湾

に
浮
か
ぶ
伊
豆
諸
島
を
望
む
東

伊
豆
随
一
の
パ
ノ
ラ
マ
ス
ポ
ッ

ト
だ
。
群
生
す
る
す
す
き
が


月
か
ら
穂
を
出
し
東
京
ド
ー
ム


個
分
に
相
当
す
る
１
２
５
㌶

も
の
草
原
が
、
黄
金
色
に
色
づ

き
幻
想
的
な
景
色
を
作
り
出

す
。
今
年
の
「
秋
の
す
す
き
鑑

賞
会
」
は
、

月

日
か
ら


月

日
ま
で
の
約
１
カ
月
間
開

催
さ
れ
る
。

　
ひ
な
の
つ
る
し
飾
り
発
祥
の

地
で
あ
る
稲
取
の
早
春
の
イ
ベ

ン
ト
と
い
え
ば
、
例
年
１
月


日
か
ら
３
月
末
ま
で
開
催
さ
れ

る
「
ひ
な
の
つ
る
し
飾
り
ま
つ

り
」だ
。「
文
化
公
園
雛
の
館
」

を
メ
イ
ン
に
４
会
場
で
開
催
さ

れ
る
。
中
で
も
最
大
の
注
目
が

素
盞
鳴
（
す
さ
の
お
）
神
社
雛

段
飾
り
。
素
盞
鳴
神
社
で
は
ひ

な
人
形
の
展
示
段
数
日
本
一
と

さ
れ
る
１
１
８
段
に
ひ
な
人
形

と
つ
る
し
飾
り
を
展
示
し
て
い

る
。
厳
か
な
神
社
の
雰
囲
気
と

色
と
り
ど
り
の
華
や
か
な
ひ
な

飾
り
が
織
り
な
す
光
景
は
圧
巻

で
、
訪
れ
る
観
光
客
を
魅
了
し

て
い
る
。

こ
の
冬
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
す
る
天
狗
山
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
の
完
成
イ
メ
ー
ジ

草津温泉のシンボル「湯畑」

　
草
津
温
泉（
群
馬
県
草
津
町
）

は
、
自
然
湧
出
量
で
日
本
一
を

誇
る
温
泉
だ
。
毎
分
４
千
㍑
の

温
泉
が
湧
き
、
温
泉
街
の
中
央

に
位
置
す
る
「
湯
畑
」
は
湯
け

む
り
が
立
ち
上
ぼ
る
草
津
温
泉

の
シ
ン
ボ
ル
で
、
夜
間
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
も
美
し
い
。
旅
行
会

社
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
投
票
す

る
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０

選
」
で
は

年
連
続
で
１
位
を

獲
得
し
て
い
る
。

　
最
近
で
は
草
津
温
泉
観
光
協

会
が
発
信
す
る
シ
ョ
ー
ト
ド
ラ

マ
動
画
が
話
題
と
な
り
、
若
者

か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
幅

広
い
年
代
の
旅
行
者
や
温
泉
愛

好
家
の
人
気
は
も
と
よ
り
、
旅

行
の
プ
ロ
も
太
鼓
判
を
押
す
日

本
を
代
表
す
る
温
泉
地
と
な
っ

て
い
る
。

　
草
津
温
泉
が
幅
広
い
支
持
を

集
め
る
最
大
の
要
因
は
、
草
津

町
を
中
心
に
官
民
一
体
で
行
わ

れ
て
き
た
継
続
的
な
町
づ
く
り

に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の


年
ほ
ど
の
町
づ
く
り
の
歩
み
を

紹
介
し
て
み
よ
う
。

　
２
０
１
３
年
に
は
、
草
津
三

湯
の
一
つ
、
共
同
浴
場
の
「
御

座
之
湯
」
を
再
建
。
高
品
質
な

木
造
建
築
を
使
用
し
、
湯
治
文

化
を
現
代
に
再
現
し
た
。

年

に
は
、「
湯
路
広
場
」を
整
備
。

広
場
の
外
周
を
木
造
建
築
物
で

囲
み
、
浴
衣
姿
で
そ
ぞ
ろ
歩
く

昭
和
レ
ト
ロ
な
風
情
を
再
構
築

し
た
。
年
に
は
、「
熱
乃
湯
」

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
古
く
か
ら

の
共
同
浴
場
が
大
正
ロ
マ
ン
風

の
た
た
ず
ま
い
と
な
り
、
湯
も

み
と
踊
り
の
シ
ョ
ー
が
見
ら
れ

る
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

年
に
は
、
園
内
の
い
た
る

所
か
ら
温
泉
が
湧
き
だ
す
「
西

の
河
原
公
園
」
の
再
生
事
業
が

完
了
。
露
天
風
呂
、
灯
路
な
ど

を
整
備
し
、
季
節
を
問
わ
ず
散

策
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
年
に
は「
裏
草
津
地
蔵
」

を
オ
ー
プ
ン
。
湯
畑
エ
リ
ア
が

表
草
津
で
あ
れ
ば
、
地
蔵
エ
リ

ア
が
裏
草
津
。
裏
草
津
地
蔵
エ

リ
ア
に
は
、
「
地
蔵
カ
フ
ェ
　

月
の
貌（
か
お
）」を
は
じ
め
、

ア
ー
ト
作
品
の
製
作
が
体
験
で

き
る
「
百
年
石
別
邸
」
な
ど
の

新
ス
ポ
ッ
ト
が
誕
生
し
た
。

　

年
に
は
、
温
泉
街
入
り
口

の
慢
性
的
な
渋
滞
を
解
消
す
る

道
路
の
立
体
交
差
化
と
、
玄
関

口
と
し
て
の
景
観
整
備
、
こ
の

両
方
を
実
現
さ
せ
た「
温
泉
門
」

が
完
成
し
た
。
温
泉
門
の
外
壁

に
は
木
彫
の
デ
ザ
イ
ン
を
施

し
、
広
場
に
足
湯
も
整
備
、
夜

間
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
も
実
施
し

て
い
る
。

　
草
津
温
泉
の
も
う
一
つ
の
顔

で
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
、
ス
ノ

ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
整
備
も

進
め
て
い
る
。

年
に
は
草
津

温
泉
ス
キ
ー
場
に
、
床
の
一
部

を
透
明
化
し
た
通
年
営
業
の

「
パ
ル
ス
ゴ
ン
ド
ラ
天
狗
」
が

稼
働
開
始
。
ま
た
、
山
頂
部
に

は
本
格
的
な
す
し
な
ど
が
堪
能

で
き
る
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ク

リ
ス
タ
ル
天
（
そ
ら
）
」
が
オ

ー
プ
ン
し
た
。

　
草
津
町
の
年
間
の
入
込
客
数

の
目
標
は
４
０
０
万
人
。
町
づ

く
り
に
終
わ
り
は
な
い
。
現
在

も
、
修
景
事
業
や
利
便
性
向
上

の
た
め
の
整
備
事
業
な
ど
が
進

行
中
。
草
津
温
泉
ス
キ
ー
場
で

は
、
天
狗
山
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
が
進
ん
で

お
り
、
こ
の
冬
に
は
完
成
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

花
火
大
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
る「
大
空
中
ナ
イ
ア
ガ
ラ
」

熱
海
七
湯
の
一
つ
「
大
湯
間
歇
泉
」

年以上の歴史を誇る温泉地、熱海市

　
食
べ
て
、
見
て
、
つ
か
っ
て

―
。
食
と
自
然
、
文
化
、
温
泉

な
ど
観
光
の
醍
醐
味

だ
い
ご
み

が
凝
縮
さ

れ
た
静
岡
県
・
熱
海
温
泉
。
都

心
か
ら
最
速
で
約

分
と
い
う

好
立
地
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の

歴
史
は
１
２
０
０
年
以
上
に
及

ぶ
。
奈
良
時
代
、
僧
・
万
巻
上

人
が
海
中
の
温
泉
脈
を
「
大
湯

間
歇
泉

か
ん
け
つ
せ
ん

」
に
移
し
、
誰
も
が
入

浴
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
以
来
、
徳
川
家
康

な
ど
多
く
の
武
家
か
ら
も
愛
さ

れ
続
け
て
き
た
名
湯
だ
。

　
温
泉
は
毎
分
約
１
万
６
６
０

０
㍑
と
豊
富
な
湧
出
量
を
誇

り
、
泉
質
は
約
７
割
を
占
め
る

塩
化
物
泉
と
、
硫
酸
塩
泉
、
単

純
温
泉
（
ア
ル
カ
リ
性
含
む
）

の
３
種
類
。
肌
を
引
き
締
め
、

痩
身

そ
う
し
ん

効
果
が
期
待
で
き
る
ほ

か
、
市
内
の
源
泉
の
ほ
と
ん
ど

が
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
た
め
や
わ

ら
か
な
湯
あ
た
り
で
、
美
人
の

湯
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
熱
海
温
泉
の
歴
史
を
語
る
う

え
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、市
内

に
点
在
す
る
七
つ
の
源
泉
群

「
熱
海
七
湯
」。か
つ
て
は
地
上

一
面
に
自
噴
し
て
い
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、自
然
災
害
の

影
響
で
湧
出
場
所
は
限
ら
れ
、

現
在
は
人
工
的
に
噴
出
さ
せ
て

当
時
の
様
子
を
再
現
し
て
い

る
。市
の
指
定
文
化
財「
大
湯
間

歇
泉
」や
、温
泉
卵
を
作
る
こ
と

が
で
き
る「
小
沢
の
湯（
平
左
衛

門
の
湯
）」な
ど
、立
ち
上
る
湯

け
む
り
が
風
情
を
感
じ
さ
せ
、

押
印
帳
を
片
手
に
ゆ
っ
く
り
と

巡
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
街
歩
き
の
合
間
に
は
、
地
元

ス
イ
ー
ツ
も
味
わ
い
た
い
。
熱

海
駅
前
に
あ
る
各
商
店
街
で

は
、
レ
ト
ロ
な
牛
乳
び
ん
が
目

を
ひ
く
「
熱
海
プ
リ
ン
」
を
は

じ
め
、
老
舗
和
菓
子
屋
・
又
一

庵
が
手
掛
け
る
「
熱
海
ば
た
ー

あ
ん
」
、
古
屋
旅
館
が
和
栗
専

門
店
と
共
同
開
発
し
た
「
生
糸

モ
ン
ブ
ラ
ン
」
な
ど
、
熱
海
で

し
か
味
わ
え
な
い
品
々
が
並

ぶ
。
こ
れ
ら
を
目
当
て
に
訪
れ

る
観
光
客
も
い
る
ほ
ど
で
、
温

泉
と
並
ぶ
熱
海
観
光
の
魅
力
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
熱
海
湾
で
の
恒
例
行
事「
熱

海
海
上
花
火
大
会
」は
、夏
の
み

な
ら
ず
四
季
を
通
じ
て
開
催

（
今
年
は

回
）。三
方
を
山
に

囲
ま
れ
た
す
り
鉢
状
の
地
形
の

た
め
、海
上
で
打
ち
上
げ
ら
れ

た
花
火
の
音
が
反
響
し
、巨
大

な
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
よ
う

な
音
響
効
果
を
生
む
。夜
空
を

彩
る
大
輪
の
花
火
、水
面
に
映

る
光
、そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
る「
大
空
中
ナ
イ
ア
ガ
ラ
」

は
、ま
ば
た
き
を
忘
れ
る
ほ
ど

圧
巻
の
光
景
だ
。観
賞
後
は
個

人
か
ら
団
体
ま
で
幅
広
く
対
応

す
る
多
彩
な
温

泉
宿
で
、癒
や

し
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
み

て
は
。

　
■
熱
海
観
光

局
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５

５
７
（
２
９
）

６
４
３
４
。

露
天
風
呂
か
ら
眺
め
る
花
火
は
圧
巻

　
長
野
県
の
中
央
に
位
置
す
る

諏
訪
市
は
精
密
機
械
メ
ー
カ
ー

の
集
積
地
と
し
て
知
ら
れ
る
一

方
、
信
州
最
大
の
湖
で
あ
る
諏

訪
湖
に
代
表
さ
れ
る
リ
ゾ
ー
ト

地
と
し
て
の
顔
も
併
せ
持
つ
。

そ
の
代
表
格
は
温
泉
で
、
諏
訪

湖
畔
に
あ
る
「
上
諏
訪
温
泉
」

は
、
豊
富
な
湯
量
を
誇
る
県
を

代
表
す
る
温
泉
地
と
な
っ
て
い

る
。

　
市
内
に
は
数
カ
所
の
源
泉
が

あ
り
、
泉
質
は
肌
に
や
さ
し
い

弱
ア
ル
カ
リ
性
。
観
光
経
済
新

聞
社
が
主
催
す
る
「
に
っ
ぽ
ん

の
温
泉
１
０
０
選
」
の
２
０
２

４
年
の
総
合
順
位
は
第

位
。

数
多
く
の
温
泉
地
を
抱
え
る
長

野
県
の
中
で
も
第
４
位
に
つ
け

て
い
る
。

　
夏
の
上
諏
訪
温
泉
と
い
え
ば

花
火
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多

い
だ
ろ
う
。
例
年
夏
休
み
期
間

の
約
１
カ
月
間
開
催
さ
れ
る

「
諏
訪
湖
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
花

火
」
。
今
年
は
７
月

日
～
８

月

日
（
８
月

日
を
除
く
）

に
開
か
れ
る
。期
間
中
は
毎
晩
、

午
後
８
時

分
か
ら

分
間
、

花
火
が
上
が
る
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

年
を
最

後
に
中
止
、
見
送
り
と
な
っ
て

い
た
全
国
新
作
花
火
競
技
大
会

は
、
６
年
ぶ
り
に
復
活
開
催
さ

れ
る
。
大
会
名
を
「
全
国
新
作

花
火
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０

２
５
」
に
変
更
。
従
来
と
は
異

な
り
、
予
選
４
回
、
決
勝
１
回

の
分
散
方
式
で
開
催
す
る
。
開

催
日
は
予
選
が
９
月
の
毎
週
土

曜
日
、
決
勝
が

月
の
最
終
日

曜
日
と
な
る
。

　
も
う
１
カ
所
、
諏
訪
湖
と
並

び
訪
問
し
た
い
景
勝
地
と
し
て

霧
ヶ
峰
高
原
が
あ
る
。
１
９
７

３
年
に
県
立
の
自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
「
長
野
県
霧
ヶ
峰
自
然
保

護
セ
ン
タ
ー
」が
オ
ー
プ
ン
し
、

館
内
で
は
、
そ
こ
で
し
か
見
ら

れ
な
い
動
植
物
や
地
質
、
歴
史

な
ど
を
実
物
や
写
真
パ
ネ
ル
で

紹
介
。

年
に
全
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
眺
望
が
抜
群
の
テ
ラ

ス
を
設
け
た
。
ま
た
、
映
像
に

よ
る
紹
介
を
新
し
く
し
た
ほ

か
、
展
示
も
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
し
、
霧
ヶ
峰
の
魅
力
が
さ
ら

に
体
感
で
き
る
施
設
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。

　
諏
訪
で
こ
の
数
年
、
ブ
ー
ム

と
な
っ
て
い
る
の
が
サ
イ
ク
リ

ン
グ
だ
。
昨
年
４
月
、
諏
訪
湖

を
１
周
（

㌔
㍍
）
で
き
る
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
全
線
開

通
。
市
内
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

事
業
者
で
は
自
転
車
や
電
動
Ｅ

バ
イ
ク
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て

お
り
、
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
は
平
坦
で
走
り
や
す
く
、
Ｅ

バ
イ
ク
を
使
え
ば

分
で
走
破

で
き
る
」
と
諏
訪
観
光
協
会
。

　
諏
訪
は
日
本
酒
の
町
で
も
あ

り
、市
の
甲
州
街
道
沿
い
に
は
、

「
舞
姫
」
「
麗
人
」
「
本
金
」

「
横
笛
」
「
真
澄
」
の
五
つ
の

酒
蔵
が
あ
る
。
霧
ヶ
峰
の
伏
流

水
で
醸
造
し
た
日
本
酒
を
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
「
上
諏
訪
街
道

ま
ち
あ
る
き
呑
み
あ
る
き
」
は


月
４
日
に
開
催
さ
れ
る
。

　
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、

「
待
望
の
諏
訪
湖
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
」

（
同
協
会
）
。
７
月

日

時

に
、
諏
訪
湖
を
一
望
で
き
る
中

央
自
動
車
道
の
諏
訪
湖
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
に
設
置
さ
れ
る
。
諏

訪
湖
畔
に
直
結
し
、
上
諏
訪
温

泉
ま
で

分
強
。
諏
訪
市
内
の

観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易

に
な
り
、
利
便
性
が
大
幅
に
向

上
す
る
。

　
乳
頭
温
泉
郷（
秋
田
県
仙
北

市
）は
、十
和
田
・
八
幡
平
国
立

公
園
の
乳
頭
山
麓
に
位
置
す

る
。ブ
ナ
の
森
に
七
つ
の
宿
が

点
在
し
、そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
源

泉
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
泉
質
の
湯

が
湧
き
出
て
い
る
。２
０
２
４

年
度
の「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１

０
０
選
」で
は
全
国

位
、東
北

エ
リ
ア
で
２
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ

し
た
。「
選
ん
だ
理
由
別
」で
は

「
雰
囲
気
」で

位
、「
泉
質
」で


位
。あ
こ
が
れ
の
秘
湯
と
し

て
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
孫
六
温
泉
」
が
再
開

　
乳
頭
温
泉
郷
の
７
軒
は
、
鶴

の
湯
、
妙
乃
湯
、
黒
湯
温
泉
、

蟹
場
温
泉
、
孫
六
温
泉
、
大
釜

温
泉
、
休
暇
村
乳
頭
温
泉
郷
。

「
七
つ
の
宿
、
七
つ
の
湯
」
と

し
て
、
７
軒
が
一
体
と
な
り
、

長
年
に
わ
た
っ
て
誘
客
促
進
や

地
域
づ
く
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
危
機
も
地
域
一
体
で
乗
り
越

え
た
。

年
、
孫
六
温
泉
が
後

継
者
の
不
在
や
人
材
不
足
の
た

め
、
事
業
の
継
続
を
断
念
す
る

と
い
う
事
態
に
直
面
し
た
。
こ

れ
に
対
し
他
の
宿
は
、
「
乳
頭

温
泉
郷
は
七
湯
で
一
つ
」
「
孫

六
温
泉
の
灯
を
絶
や
す
な
」
と

の
思
い
で
一
致
し
、
共
同
で
出

資
す
る
形
で
、
孫
六
温
泉
の
経

営
を
地
域
で
受
け
継
い
だ
。

　
孫
六
温
泉
は
、
観
光
庁
の
補

助
事
業
「
地
域
一
体
と
な
っ
た

観
光
地
・
観
光
産
業
の
再
生
・

高
付
加
価
値
化
事
業
」
も
活
用

し
て
改
装
。

年
４
月
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「
山
の
薬
湯
」
と
い
わ
れ
る
秘

湯
の
魅
力
は
そ
の
ま
ま
に
、

「
孫
六
温
泉
―
六
庵
―
」
と
し

て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感
の
あ
る
宿

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
湯
浴
み

着
着
用
で
混
浴
露
天
風
呂
に
入

れ
る
ほ
か
、
乳
頭
温
泉
郷
で
唯

一
の
バ
レ
ル
サ
ウ
ナ
が
あ
る
。

　
　
　
「
湯
め
ぐ
り
帖
」
販
売

　
七
湯
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
堪

能
し
て
も
ら
う
た
め
、
乳
頭
温

泉
郷
の
宿
泊
客
に
限
定
し
て

「
湯
め
ぐ
り
帖
」
（
大
人
２
５

０
０
円
、
こ
ど
も
千
円
）
を
各

施
設
の
フ
ロ
ン
ト
で
販
売
し
て

い
る
。
販
売
か
ら
１
年
間
の
有

効
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
７
軒
そ

れ
ぞ
れ
に
１
回
入
浴
で
き
る
。

　
加
え
て
「
湯
め
ぐ
り
帖
」
で

は
、
乳
頭
温
泉
郷
内
を
循
環
し

て
い
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
「
湯
め

ぐ
り
号
」
に
乗
車
で
き
る
。
ま

た
、
日
帰
り
入
浴
客
に
も
販
売

し
て
い
る「
湯
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
」

（
千
円
）
は
、
入
浴
料
は
含
ま

れ
て
い
な
い
が
、
販
売
日
に
限

っ
て
「
湯
め
ぐ
り
号
」
が
１
日

乗
り
放
題
に
な
る
。

　
　
　
地
域
団
体
商
標
に
登
録

　
乳
頭
温
泉
郷
の
宿
７
軒
は
、


年
７
月
に
事
業
協
同
組
合
を

設
立
し
た
。
従
来
の
温
泉
組
合

と
い
う
任
意
団
体
か
ら
、
県
知

事
の
認
可
に
よ
る
「
乳
頭
温
泉

郷
協
同
組
合
」
に
態
勢
を
一
新

し
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
旅
行

者
の
誘
客
・
受
け
入
れ
、
人
材

の
確
保
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
る
。

　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
一
環
で

は
、
秋
田
県
仙
北
市
の
「
乳
頭

温
泉
郷
」
と
し
て
、

年
４
月

に
地
域
団
体
商
標
へ
の
登
録
を

実
現
し
た
。
乳
頭
温
泉
郷
協
同

組
合
が
発
足
直
後
の

年
９
月

に
出
願
し
、
特
許
庁
か
ら
登
録

が
認
め
ら
れ
た
。
地
域
ブ
ラ
ン

ド
の
保
護
、
競
争
力
の
強
化
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
考
え
だ
。

湯めぐり帖

湯
め
ぐ
り
号

（１６）第３２７５号 第３種郵便物認可 ２０２５年（令和７年）７月１４日（月曜日）

・
乳
頭
温
泉
郷（
秋
田
県
）

・
草
津
温
泉
　（
群
馬
県
）

・
上
諏
訪
温
泉（
長
野
県
）

・
熱
海
温
泉
　（
静
岡
県
）

・
稲
取
温
泉
　（
静
岡
県
）

・
下
呂
温
泉
　（
岐
阜
県
）

・
道
後
温
泉
　（
愛
媛
県
）

・
由
布
院
温
泉（
大
分
県
）

・
別
府
八
湯
　（
大
分
県
）

・
霧
島
温
泉（
鹿
児
島
県
）

・
指
宿
温
泉（
鹿
児
島
県
）

　日本各地に点在する温泉地は、長い年月をかけて人々の心と体を癒やして
きた。自然環境や泉質、歴史、地域文化といった多様な要素が織りなす温泉
の魅力は、今もなお、進化を続けている。今回は、注目すべき話題の温泉
地のそれぞれの特色と旬の情報を紹介する。


